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う際には粗視化計算（CGPF: Coarse Grained Phase-Field）モデルを導入した。CGPFモデルでは粗大な組織を扱う
ため、界面領域の離散化の都合上、シミュレーションで設定する界面幅は大きな値を持つことになる。MoSi2/NbSi2
合金の場合、実際の界面幅は 6原子層の 13 Åであるが、本章における組織形成の計算の際には界面幅を粗視化し
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Fig. 2. (a) Each alloying element is plotted based on the 
function between segregation height and segregation potential 
depth. (b1-b5) Profiles of solute concentration of each additive 
element obtained from simulation. 
 
 
(a1) 1 ! 103 step (a2) 1 ! 104 step





(b1) 1 ! 103 step (b2) 1 ! 104 step
(b3) 4 ! 104 step
 
 
Fig. 1. Temporal change of phase distribution in 
(Mo0.862Nb0.138)0.97Cr0.03Si2 (a1-a3) alloy without and (b1-b3) 
with anisotropy of interfacial energy.  The snapshot images 









第 4章 MoSi2/NbSi2ラメラ合金中の弾性不均質の影響 






の差は、10 %程度であった。一方、最大で 40 %程度の差を持つMoSi2/NbSi2合金においても、弾性不均質は組織
形状に顕著な影響を与えないことが明らかとなった。 












第 5章 MoSi2/Mo5Si3ラビリンス組織形成 































Fig. 3. Comparison of Gibbs free energies between chemical 
energy plus elastic strain energy of homogeneous solid (dotted 
line) and chemical energy plus elastic strain energy of 












	 また、MoSi2/Mo5Si3合金においても、テラス界面およびレッジ界面において添加元素Ni, Co, Irの界面偏析が認




第 6章 総括 
	 本研究では、超高温耐熱材料として開発されている MoSi2 基合金として、C11b-MoSi2/C40-NbSi2 合金と
C11b-MoSi2/D8m-Mo5Si3 合金に注目し、各合金における組織形成と界面偏析の支配因子を明らかにした。
MoSi2/NbSi2合金については、はじめに合金中に形成されるラメラ組織形成の支配因子を明らかにするとともに、
先行研究で組織安定化に有効であることが認められている Cr を添加した場合に起こる界面偏析のメカニズムを
解明した。そして、シミュレーションを用いて、ラメラ組織安定化に有効な添加元素を探索し、実験グループへ
と結果をフィードバックすることや、界面移動時の溶質ドラッグを評価することで、偏析の組織安定化への寄与
を示した。MoSi2/Mo5Si3合金については、ラビリンス組織が形成されるのは、レッジが大きく寄与する弾性ひず
みエネルギーと、界面エネルギーの異方性の 2つの因子が同等に寄与していることを明らかにした。本章では、
MoSi2基合金の実用化に向けて本研究を通して得られた結果を総括するとともに、今後の展望についても記した。  
